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あなたの悩みを一発解消
カリスマプロゴルファーが

アイアンもウッドも同様ですが、どうしてもフェースのトゥ側にボールが当たっ
てしまいます。更正方法をご指導ください。

インパクトでフェースのトゥ側にボールが当たるのは、アドレスの位置よりも体がボールか

ら遠くなり、グリップ位置が変わってしまうことが原因です。 グリップ位置が変わる原因とし

ては、体が伸び上がってしまう、インパクトでかかと体重になってしまう、コックが伸びてしま

うなどいくつか挙げられますが、ご質問者の方の場合はインパクト時のグリップがアドレス

時よりも高くなっているのではないでしょうか。

また、しっかりとしたコックを作り、アドレス時にシャフトと手首にできた角度をインパクトでも

保つようにすることも重要です。

そこで、その練習方法として、アドレス時に手首だけを動かして、手首とクラブが９０度になるよ

うにコックを先に作ってから、スウィングを始める方法があります。

Q

A

フェースのトゥ側にボールが当たるのを
防ぐためには？

アドレス時よりインパクト時のほうがグリップが
高くなってしまうと、インパクトでボールがフェー
スのトゥ側に当たる
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また、練習でどなたかに協力してもらえるようなら、アドレス時のグリップの少し上に、ヘッ

ドカバーなどの柔らかい障害物をたらして支えてもらい、その障害物に当たらないように

ゆっくりとスウィングする練習方法もあります。 この時、グリップ位置が高くなると当たって

しまうので、グリップ位置を変えないように意識しながら練習してください。 インパクトで体

が伸び上がらないように、しっかりと左足に体重を移動させることがポイントです。 体重が

かかとに移るのが早いと、体が伸び上がってしまうので気を付けましょう。


